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事例
「楽しさ」の実感でスタッフ育成
────

（唐戸魚食塾）

　卸売市場を拠点に魚食の普及をはかる唐戸魚食塾
では、多様なスタッフの確保や育成に工夫をしてい
ます。最も重要なことはスタッフ自らが笑顔になれ
ることです。楽しいから集い、継続が可能となりま
す。その為にはスタッフ間の相互理解が重要で、各
種会議、年間計画、スタッフ研修会を設けています。
会議では現状を把握し、計画、評価を行います。時
間確保のために年間計画をたてています。スタッフ研修は特別な魚種をスタッフが調理し、
食べ、語り合います。あるいはスタッフ推薦の料理屋さんで会食し、おもてなしや料理を
学びます。どちらも最高の笑顔になります。単なる料理教室ではなく、魚食を核にした食
文化を学び、それに引き寄せられる人を新スタッフとして招き入れています。

特 徴　●スタッフ自らが楽しく笑顔になれることで継続が可能になる
　　　　●楽しさに引き寄せられる人を新たなスタッフに加える

ii. 資金の確保

　効果的な取組を継続的に遂行するためには、資金が必要です。活動に必要な物品の購入費、人件費、
活動場所の賃料等がこれに該当します。さらに、活動を発展させるためには施設・設備の新規調達や、
活動を周知するための費用等が必要になります。

① コストを意識し、コストを削減する

　例えば体験活動で参加者から会費を徴収する場合、その料金設定に当たっては、体験の実施に必要
な資材費、講師の費用、ほ場借料等の直接経費のほかに、団体を維持・運営するための間接経費を考
慮し、コスト計算を行いましょう。
　コスト削減に関しては活動の収支を確認し、不要な支出はないか、削減のために工夫ができないか
を考えます。

宣伝費の削減

　体験活動の宣伝費を抑えるために、公共の施設や学校等、多くの人が集まる場所で活動をす
るという手段が考えられます。活動を開始したばかりで、あまり認知されていない場合は特に
有効です。また、口コミで広がるという効果も期待できます。

手 法 1
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教材や建設・設備費の削減

　活動に既存のものを活用するのも代表的なコスト削減の方法です。行政機関では、食育に使え
る教材を準備しています。例えば地域の食材を反映したオリジナルの食事バランスガイド、農林
水産省の「基礎から始める 教育ファーム運営の手引き」や、企業が食育に取り組む場合は「企業
向け農林漁業体験導入マニュアル」といった資料も参考にしてみましょう。

手 法 2

●基礎から始める教育ファーム運営の手引き

農林水産省ホームページ
http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/taikenn/tebiki.html

教育ファームをこれから始めようとする方、より効果的な農林漁業
体験を実践する方のための手引き

基
礎
か
ら
始
め
る
　
教
育
フ
ァ
ー
ム
運
営
の
手
引
き

平
成
26
年
3
月
　
農
林
水
産
省

●企業向け農林漁業体験導入マニュアル

農林水産省ホームページ
http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/taikenn/kigyou.html

企業での CSR 活動、社員研修、福利厚生などで農林漁業体験を始
めるためのマニュアル

ル

企業向け
農林漁業体験
導入マニュアル
̶ 教育ファームの活用 ̶

●教育ファーム学校教材「教育ファーム大作戦」

農林水産省ホームページ
http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/fkyouzai.html

小学校高学年の学習内容にあわせた楽しい教材

指導解説書

教育ファーム 学校教材教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフファァァァァァァァァァーーーーームムムムムムムムムムム 学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校教教教教教教教教教教教教教材材材材材材材材材材材材材材ァァァァァァァァァァーーーームムムムムムムムムムム 学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校教教教教教教教教教教教教材材材材材材材材材材材材ァァァァァァァァァァーーーーームムムムムムムムムムム 学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校教教教教教教教教教教教材材材材材材材材材材材教育ファーム 学校教材

教育ファーム大作戦
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行政等の補助金を活用する

　新しく活動や取組を行う際、そしてイベントのために単発的に経費が必要な場合には、行政
の補助金、民間団体からの助成等の活用を検討してみましょう。国の行政機関や地方自治体に
問い合わせたりする等、適切な予算を探してみましょう。
　補助金を受ける場合は、あなたの組織の収入のうち、補助金が占める割合を意識しましょう。
そして現在補助金を受けないと継続が難しくなる取組はどれか、活動の内容を整理して、将来
的に自立した活動ができるように計画しましょう。

企業と連携して実施する

　企業は食育の取組を独自予算で実施している場合もあり、企業と連携して食育活動を実施す
ると、継続的に活動を行える可能性が高くなります。
　具体的には、企業が加盟企業等から年会費の形で資金を集め、活動資金としている例があり
ます。

手 法 3

手 法 4

② 継続的な資金確保の手段を見つける

　　　　食育プログラムを実施する際の活動費用
　「食育実践者モニター」アンケートの結果では、食育活動の運営資金としては、自己資金で
運営しているという回答が多くありましたが、以下に示す調達方法を参考に継続的な資金確保
に取組みましょう。

コラム 7

図 16　食育プログラムを実施する際の活動費用

51.8%

43.9%

23.7%

15.8%

14.9%

15.8%

4.4%

自己資金で運営している

参加者から参加料を徴収している

行政の補助事業を利用している、
または過去に利用したことがある

会費収入で運営している

企業・民間団体等からの助成がある

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

合計 114 人

●�自己資金で食育活動を運営している割合が高い
●�参加者から参加料を徴収している取組も多い

ま
と
め
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収益情報のある活動を実施する

　取組や対象者によっては参加者からの徴収が困難なものもあるでしょう。そういった場合は
その取組以外で収益構造がある取組も併せて実施することも有効です。例えば、料金が高くて
もより充実した内容を求める参加者に対応した体験活動や料理教室等のプログラムを企画した
り、商品開発によって収入源を確保した事例もみられます。
　活動を 1 つ 1 つの取組みで考えるのではなく活動全体として収支を考えることも重要です。

会費で運営する

　活動メンバーの会費を収入として運営費に充てる方法もあります。この場合、活動の方針の
合意が前提となります。
　また、人材育成のポイント 2 で触れたようにメンバーが楽しく取り組める工夫が必要になり
ます。

手 法 5

手 法 6
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（1）実施内容の確認（PDCA サイクル）

　取組み始めた活動を継続的に実施し、より良いものにしていくには、定期的に実施内容を確認し、
必要に応じて見直していくことが必要です。
　そのためには、

　■ 計画（Plan）　 ■ 実施（Do）　 ■ 検証・評価（Check）　 ■ 改善（Act）

　を一貫して行い、それを次の計画や取組に生かして改善するという考え方が必要となります。
これを、それぞれのプロセスの頭文字をとって、「PDCA サイクル」といいます。
　食育活動における PDCA サイクルの流れは、次の通りです。

PDCA サイクル図

　皆さんが活動される中で、取組開始後、計画通りにならないことや、もっと良い取組が見つかるこ
と、新たな課題が見つかることがあります。そのような場合は、現在の取組を確認してみましょう。

CHECK ACT

DO PLAN

ACT

DO

CHECK PLAN
食育プログラム

の取組
取組のスタート

成果・課題の検討
人材・対象・資金・手段の別に、
何が問題になっているかを「効果
測定」や「運営主体の内部での意
見交換」等で明らかにします

食育プログラムの取組

取組を実施します

課題を解決するための取組

人材・対象・資金・手段の別に、
「CHECK」で明らかとなった課題
を改善します

食育プログラムの計画

人材・課題・資金・手段の別に、
どのように取り組むかの計画を立
てます
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今の課題をもう一度確認しましょう

　食育推進のヒントは見つかりましたか？食育の現場では思うように進まないこともたくさんありま
す。自分たちのできることから、互いに助け合って取り組むことで、素晴らしい成果が上がるでしょう。　　　
　下記は、よくある課題をまとめたものです。できているもの、これから実施するもの、改善が必要
なものをチェックしましょう。

どのような改善が必要でしょうか？

P37 〜「活動の事後評価」

より効果的な活動にするために、PDCA を活用しましょう
活動の内容をより充実さ

せたい

□できている　□これから実施する　□改善が必要

P33 〜「資金の確保」

コスト削減や資金確保の手段を考えてみましょう
取組を継続・拡大するた
めの費用を確保したい

□できている　□これから実施する　□改善が必要

P31 〜「人材育成」

次世代を担う人材の育成方法を考えてみましょう
食育活動を担う人材を

育てたい

□できている　□これから実施する　□改善が必要

P26 〜「参加者の募集」

参加者の募集にあたっての工夫を見てみましょう
参加者を増やしたい

□できている　□これから実施する　□改善が必要

P10 〜「取組テーマを広げたい」

食育活動の様々なテーマを見てみましょう
新しいテーマを
取り入れたい

□できている　□これから実施する　□改善が必要

P24 〜「現在の取組を次世代に継承したい」

取組を地域の活動に位置付けるための方法を考えてみましょう
活動を継続したい

□できている　□これから実施する　□改善が必要
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（2）取組の効果の測定

　ここまでの取組をより効果的なものとするために、これまでの活動の振り返りを行うことが重要で
す。これは、PDCA サイクルの「CHECK」にあたります。
　確認においては、計画時に設定した目標値の達成度の他、取組の進捗状況、効果の発現状況等を分
析することが必要です。これを、「取組の効果の測定」といいます。
　効果測定のポイントは、次の通りです。

■ 目標に対する達成状況のふりかえり
　現在実施している食育活動を開始した時の目的や目標をメンバーで再度確認し、これまでの活動で
実施できていること、これから実施すること、改善が必要なことをあげてみることで、活動の目標が
明らかになります。

　このような結果も参考に、目的や参加対象に合った企画・内容であったか、プログラムで最も伝え
たいことは参加者に伝わったか、参加者が楽しんで取り組めたか等、当日の参加者の様子をスタッフ
で確認してみましょう。また、参加者アンケートの結果の踏まえ、取組の改善を検討しましょう。

　　　　食育活動の目的
　食育実践者モニターアンケートの結果では、食育活動の目的として、「食への感謝の醸成」
や「生産者と消費者の交流」「食生活の改善」「農林水産業への理解促進」を目指す取組が多く
みられました。
　複数の目的をもった活動も多いと思われますが、最も重点を置いている目的は何か、メンバー
での考えを出し合い、統一しておくことが必要です。

コラム 8

●�「食への感謝の醸成」を目的とした取組が多い
●�最も重点を置く目的は何か、メンバーの考えを統一しておく

ま
と
め

図 17　食育活動の目的

合計 114 人

64.0%

43.9%

43.0%

42.1%

41.2%

40.4%

32.5%

22.8%

18.4%

19.3%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

食への感謝の醸成

農林水産業への理解促進

食生活の改善

生産者と消費者の交流

地域の食文化の伝承

地産地消・地域資源の利活用

生産から加工、流通までの理解促進

地域振興（地域コミュニティの活性化）

環境保全

その他

無回答
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■ 目標に向けたプロセスの評価
　食育活動を実施するにあたって、目標を達成するためのプロセスも確認してみましょう。ここでは、
より多くの人に食育プログラムの内容を広められているか、食育プログラムを継続的に運営するため
の体制や資金はどのような状況になっているかを評価します。これらを把握するものとしては、次の
ようなものがあります。
　
　● 実施した取組の種類・回数

　● 運営スタッフ・職員の数

　● 取組への参加者数

　● 活動資金

　● 広報活動（広告・プレスリリース等）の実施対象数、回数

　● 連携している他の組織・団体

■ 参加者に対するアンケートの実施
　食育活動を推進するためには、継続的に実施することが重要です。参加者の感想・要望等を募り、
さらに良い取組を検討するための材料としましょう。
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[　　月　　日　味噌を作ってみよう！ ]

1. 今日の実習はどうでしたか？
　・良く理解できた
　・理解できた
　・あまり理解できなかった
　・理解できなかった
　・どちらでもない・わからない

2. 理解できた点はどのようなことですか。
　・材料（味噌の原材料、作り方、おいしく味噌を作るための工夫）
　・食べ方・使い方（味噌を使ったメニュー）
　・日本型食生活（ごはんを中心に、多様な復職を組み合わせた食事）
　・味噌と健康
　・その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3. 理解できなかった点はどのようなことですか。
　・材料（味噌の原材料、作り方、おいしく味噌を作るための工夫）
　・食べ方・使い方（味噌を使ったメニュー）
　・日本型食生活（ごはんを中心に、多様な復職を組み合わせた食事）
　・味噌と健康
　・その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4. 今日の活動でできるようになったことは何ですか？
　・味噌のつくりかたへの理解が深まった
　・味噌を使えるようになった
　・「日本型食生活」への理解が深まった
　・味噌と健康との関係への理解が深まった
　・その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5. 食品に対する関心は増えましたか？
　・増えた
　・変わらない
　・関心が低くなった

6.　次にしてみたいことはどんなことですか。

7.　その他、感想・疑問・質問等、自由にご記入ください。

アンケートへのご協力、ありがとうございました。この内容は今後の活動に活用いたし
ます。

後日回答をお送りいただく方はこちらへ⇒ FAX : ＿＿＿＿ - ＿＿ - ＿＿＿＿

　「味噌作り体験」を行う場合のアンケートの例を次に示しました。アンケートの実施にあたっては、
参加者の理解度や取組の改善点を把握できる内容にすることが重要です。アンケートを回収し、結果
を分析する際には、選択肢に段階的に点数をつけ、数値化すると評価がしやすくなります。点数の配
分は、重要なポイントを考え、他の質問とのバランスを考えて決めると効果的です。

アンケート作成のポイント

参加者の属性、年代、性別
今までの参加経験の有無

今回の取組のことを何で知ったか
などを把握することで

次回のプログラムづくりの
参考にできます

今日のテーマを
どれだけ理解し、

何がわからなかったかを
把握しましょう

活動の成果目標
に対する確認事項を

設けましょう

次回のテーマ
を考える

参考にして
みましょう
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ご協力いただいた調査先（50 音順）

調査先 所在地

アスラボ（元麻布農園） 東京都

大阪いずみ市民生活協同組合 大阪府

神奈川・食育をすすめる会 神奈川県

唐戸魚食塾 山口県

北日本港湾コンサルタント株式会社 北海道

一般社団法人岐阜県栄養士会 岐阜県

埼玉県鳩山町「食」コミュニティ会議 埼玉県

ソムリエファーム 千葉県

地にぎり NIPPON 愛媛県

NPO 法人とうもんの会 静岡県

永利牛乳株式会社 福岡県

フジッコ株式会社 兵庫県

株式会社マルイ 岡山県

株式会社柳屋本店 静岡県

株式会社ルネサンス 東京都

　課題ばかりでなくスタッフ同士で「やってよかったこと」を振り返り、共有することはと
ても重要です。モチベーションを持ち続けて食育活動を継続していくために長年活動してい
る実践者の方は、「スタッフが楽しんでいること」をとても大切にされています。
　事例にも掲載されている NPO 法人とうもんの会の活動のモットーは「食育三方良し（人
良し、自分良し、未来良し）」です。食育活動を通じて参加する人に喜んでもらえて、その
ことが自分たちの誇りや自信につながり、子供たちにも地域資源や食文化を残していくこと
ができます。「やってよかったこと」や「楽しかったこと」を積み重ねていきましょう。そ
れがどんなに小さなことだとしても、食育活動を継続していくための最も大きな「力」にな
ります。

「やってよかったこと」は何でしたかま めと
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食 育 実 践
━ 活 動 を 広 げ る・ つ な げ る ━

ガ ッイ ブ クド
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